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平成 28 年度 河川レンジャー年間活動計画 
 

  枚方出張所管内河川レンジャー 玉井 理恵 
 
１．活動の目的 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．活動の目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川中流域は、身近な自然環境という認知度が高いにもかかわらず、上流域のように川その

ものと身近にふれあうことは難しく、関心も薄い。そんな中流域にあり、点野ワンド・砂州は

管理道路と隣接することから、高水敷からのアプローチがしやすく、見通しも効き、河川公園

を利用する市民の往来も多く、日中は衆人監視による安全性も確保できます。 

川と直接関わることで知り得る淀川の魅力を紹介するとともに、それら埋もれた資源を誰も

が最大限活用できるような、住民参加の川づくりを目指します。 

私がレンジャーになる以前から、レンジャーと河川協力団体による「子どもが安全に遊べる

発信拠点づくり」活動が行われています。摂南大学の学生の協力もあります。そのような住民

参加の川づくりがおこなわれることから河川公園整備計画のモデル地区にも選定されました。

整備後の維持管理と利用を念頭に「みんなの水辺」となるよう、地域全体に発信する活動をお

こない、協働で取り組む川を活かしたまちづくりへむけて、地域・団体・学校・企業との連携

構築・強化を目指します。 

行政（レンジャーが介在）、地域、大学が連携して実践的川づくりに取り組む例として全国

へ発信します。 

Step1  

地域の方が淀川を知り、体験する（楽しみ）機会をつくり、淀川ファンを増やす。 

淀川の自然や歴史文化を愛好する方々を実践的川づくり活動へよびこむ。 

Step2  

行政へ提案できる人材育成 

愛好会、サークルなど仲間うちでの楽しみから、多様な団体と連携し、市民への還元活動へ貢

献していく活動へと誘う。 

Step3  

河川公園点野地区の切り下げを含めた整備後の水辺の維持管理に主体として携われる人材をそ

だてる。多くの団体や個人が活用できるようなプログラム提案。 
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３．活動の概要 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を

 高める 

① 座学・情報発信など 

・一般向けの淀川の生物多様性や侵略的外来生

物問題の講座や勉強会、地域の川と人との関

わりを伝える史跡、市内の昔話などの情報収

集と紹介する催しを開催する。 

・子ども向けに、市内の小学校や施設での壁新

聞などの媒体を用いた淀川の自然や、歴史文

化に関する情報発信をおこなう。 

② 観察会・体験会・川歩き 

・水生生物や野鳥の観察会、E ボート、魚とり、

クラフト体験、淀川と生活の関わりについて

紹介する川歩きなど 

③ 水防啓発 

・水防を身近な問題としてとらえてもらい、自

助・共助について考えてもらう機会を提供し、

川との共存を念頭においた川づくり・まちづ

くりにつなげる 

④ 各フェアーなどへの出展による啓発活動 

・管内や広域のレンジャーで連携して、フェア

の趣旨に沿った展示や WS をおこなう。 

     

Step2 

 河川レンジャーと

 管理者が協働して

 取り組む 

① 点野ワンド・砂州周辺での水辺づくり活動

および行政との協働 

・地域住民、団体、大学、企業と連携して、本

来の川原の草花を復活させるために外来植物

を駆除し、安全に水辺が利用しやすくなるよ

う、清掃や整備に取り組む。 

・河川公園整備のモデル地区に選定されたこと

を受け、現場での活動主体として行政主催の

ワークショップに参画するとともに、平素の

活動参加者がワークショップに参加し、意見

を出す。 

② 交流会の開催 

・点野地区にある茨田樋史跡公園で、地域住民

（旧村住民、新住民）、川に関わる活動をす

る団体・学校・個人・企業・機関などが集い、

情報交換し交流を深める催しを、大阪府や協

力団体と実行委員会を組織し開催する 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 河川公園点野地区整備事業への協働参画 

・河川公園整備事業に関して情報共有と市民と

して協働できる部分（市民工事、在来種移植

など）に参画 

② 整備後の維持管理体制の構築 

・整備完了後の維持管理について、連携してい

る地域住民や団体などが中心となって担える

体制づくり 
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③ 利用・活用提案 

・学校、団体、住民が水辺を活用できるプログ

ラム提案 

 

 
図 河川レンジャーの目指す方向性について 
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４．平成 28 年度活動内容 
 

 

平成 28 年度の活動一覧 

活動分野 活動名  

河川環境保全・再生の普

及・啓発・学習・住民参加

の促進 

 

点野ワンド砂州周辺みんなの水辺づくり 

平成 28年 4 月～29 年 3月 

毎月第 3日曜日に実施 

（連携団体との日程調整に

よる） 

河川行政と地域・住民・住

民団体とのコーディネー

トを図る活動 

茨田イチョウまつり 

平成 28年 11 月 23 日前後 

河川環境の保全・再生の普

及・啓発・学習 

 

淀川まるごと体験会 平成 27年 8 月 23 日 

寝屋川市エコフェスタ 

 

寝屋川市自然を学ぶ会展示会などへの出展 

 

淀川の自然と文化（展示と体験） 

11月15日寝屋川市エコフェ

スタ 

平成 29年 2月自然を学ぶ会

展示 

平成 28 年 4～９月（会場確

保状況による） 

河川に係わる歴史・文化の

普及・啓発活動 
歴史探訪会などの実施 

平成 29 年 1～3 月（寝屋川

市内団体の行事日程による）

自分で守る・皆で守る・地

域で守る取り組みの促進

治水・防災展 

 

 

防災教室などの啓発活動 

 

平成 28 年７～9 月（会場場

確保状況による） 

 

（学校や団体など要請あれ

ば） 
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■活動を実施していく上での課題 

点野みんなの水辺づくり 

①整備後の維持管理体制構築へ向けて 

②情報交換勉強会定着して、効果もでてきたが、作業の多い時期は充分時間をとれない。 

③団体間温度差 

 

淀川まるごと体験会 

①参加者低迷、日程に問題か？ 

②広報効果について 

③実行委員会制の機能を活かした運営 

 

イチョウまつり 

①参加者の温度差 

②中心的団体や地元の高齢化 

③当日スタッフへの情報共有が不充分 

 

■課題に対する改善点 

点野みんなの水辺づくり 

①連携団体がより主体性を持てるようなプログラム作成 

②作業指導者と根気よく交渉・調整し、時間を確保 

③記録を残し、共有することで目的意識を、メリハリのあるプログラムで士気を高める 

 

淀川まるごと体験会 

①連携団体と早い段階での日程調整や他の行事と日程が重なる場合の人員確保の工夫 

②口コミ、SNS などの活用 

③前年度の反省会での意見を反映させる。参画団体がより主体的に。 

 

イチョウまつり 

①しおり作成（経緯、かつての樋門と生活、イチョウの古木のいわれなどリーフレット作成・配布） 

②若い世代が主体的に取り組める環境を整える 

③事前に所属する団体の実行委員から当日スタッフに情報が伝わるようにする。当日はスタッフ向

け掲示板設置 
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４．１ 歴史探訪会 
 

（１）活動目的  

茨田堤をはじめ、京街道沿いに点在する史跡、人と川との関わりを示すスポットを訪ね、地域

のむかし話などと合わせて紹介し、地域の歴史・文化を再発見し、川と地域に親しみを感じて

もらう。 

さらに、枚方、守口のレンジャーと連携し連続講座とすることで参加者を増やし、連続参加す

ることで、沿川の歴史・文化についての知識を深め、より河川文化に関心を高めてもらう。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

７

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月 下見、コース決定、スタッフ確保 

11 月 広報準備 

12 月 広報掲載、下見、資料作成 

平

成

２

８

年 

１月 下見、資料など準備、実施 

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（          ） 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：20 名 

 

（４）実施内容 

   太間から点野にかけての探訪ポイント（茨田堤石碑、旧国道の名残、太間の段蔵、茨田樋遺

跡、点野の大イチョウなど）紹介 

   点野流域センターで点野の地名の由来やと舟運などについてのはなし（玉井） 

当地に伝わる昔話朗読会（協力ブリッジこだま or 三輪ＲＡ） 

 

（５）実施日 

   平成 28年 1 月ごろ 

 

（６）実施場所 

寝屋川市立ふれあいプラザ香里（集合・受付、座学） 
淀川河川公園太間地区から点野にかけて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施場所地図 
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（７）安全対策 

●入念な下見（交通量、歩道などの確認）高齢者、子どもの参加を想定したシュミレーション 
●体調不良者の確認とスタッフ間での共有 
●休憩、水分補給の励行 
●参加者の体調などに気を配れるスタッフを配置 
●移動時隊列保持 

●天候などの状況によりコース変更や早めの切り上げなどの対応 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

講師（1名）、受付、隊列保持、のぼり係、記録、連絡、遊撃、保健係など 3 名程度 

朗読（三輪レンジャーまたは地域のグループ） 

 

（９）広報・募集方法 

寝屋川市広報、チラシ、ポスター 

 

（10）必要支援内容 

レンジャーニュース、ＨＰ掲載、申し込み受付、チラシ・資料など印刷、点野流域センターの

使用、スタッフ交通費 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

使用物品手配。会場、（講師）、協力スタッフ手配。下見、資料作成。広報活動、当日運営。 

 

（12）その他 

枚方、守口での各レンジャーの歴史探訪活動との連携 
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４．２ 淀川の自然と文化（展示と体験） 
 

（１）活動目的  

淀川の自然環境、生き物、歴史文化、人との関わりについてテーマを決めてパネル展示などで

紹介し、体験コーナーを通じて淀川の魅力に触れ、淀川ファンとなってもらう。淀川での活動

に誘う。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

７

年 

４月 
（3 月から会場確保、広報準備、資料作成） 

広報掲載、資料準備、スタッフ確保 

５月 実施、ふりかえり 

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

12 月 会場確保、広報準備、資料作成 

平

成

２

８

年 

１月 広報掲載、資料作成、スタッフ確保 

２月 実施、ふりかえり 

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（TEAM 魚っしょい！、ブリッジこだま） 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：なし 

 

（４）実施内容 

   パネル資料展示 

   ヨシ笛づくり、生き物ぬりえ、読み聞かせ（ブリッジこだま） 

   

（５）実施日 

  ①平成 28年 4 月～6 月の土日を含む数日間 

②平成 29年 2月～3 月の土日ふくむ数日間 

 

（６）実施場所 

①寝屋川市立ふれあいプラザ香里（寝屋川市香里南之町 19-17） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②未定 

 

（７）安全対策 

  小学生以下は保護者同伴を案内 

  体験コーナーでの刃物など使用時に正しい扱い方の指導 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  会場設置・撤収（1～2 名）、体験コーナー（1～2 名）、読み聞かせ（ブリッジこだま数名） 

 

（９）広報・募集方法 

寝屋川市広報、チラシ、ポスター 

 

実施場所地図 
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（10）必要支援内容 

レンジャーニュース、ＨＰ掲載、チラシ・資料など印刷、スタッフ交通費 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  各資料作成、会場確保、展示物手配、使用物品手配、スタッフ手配、協力団体との調整、会場

設営・撤収、展示解説、体験コーナー 

 

（12）その他 

４．３ 防災教室（仮称） 
 

（１）活動目的  

「自助・共助」を主なテーマとし、防災・減災について啓発する 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

７

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月 学校、団体、施設などとの調整、プログラム作成 

９月 打ち合わせ、資料作成、物品手配 

10 月 実施、振り返り 

11 月  

12 月  

平

成

２

８

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（   未定   ） 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：なし 

 

（４）実施内容 

  相談のうえ、対象者に応じたプログラムを作成して実施 

  ex.話題提供（パワーポイント使用）、ハザードマップの解説、家庭でできる浸水対策の紹介、 

  地域の民話を題材にしたはなし、「コント淀川さん（治水・防災編）」 

 

（５）実施日 

  未定 

 

（６）実施場所 

  未定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

未定 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  未定 

 

（９）広報・募集方法 

なし 

 

（10）必要支援内容 

未定 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  各資料作成、会場確保、展示物手配、使用物品手配、スタッフ手配、協力団体との調整 

実演、話題提供など 

 

（12）その他 

 

実施場所地図 
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４．４ 寝屋川市自然を学ぶ会展示会「私の自然観察」への出展 
 

（１）活動目的  

広く市民が利用する会場でおこなわれる地域団体の交流の場に出展し、レンジャー活動への理

解を広げるとともに、活動へといざなう 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

７

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

12 月 資料作成 

平

成

２

８

年 

１月 資料作成、展示物手配 

２月 実施 

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（   寝屋川市自然を学ぶ会   ） 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：なし 

 

（４）実施内容 

  レンジャー活動全般の紹介パネル、作成した活動を解説するパネルを展示 

  予定される活動チラシを配布 

 

（５）実施日 

  平成 29 年 2月の一週間程度 

 

（６）実施場所 

  未定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

特になし 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  不要 

 

（９）広報・募集方法 

なし 

 

（10）必要支援内容 

資料印刷 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  各資料作成、展示物手 

 

（12）その他 

 

 

実施場所地図 
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５．１点野ワンド・砂州周辺みんなの水辺づくり 
 

■連携する河川レンジャー名 

上田河川レンジャーアドバイザー 

玉井河川レンジャー 

■連携理由 

切り下げを含めた整備工事後、市民協働による維持管理体制構築にあたり、ねやがわ水辺クラブ、

摂南大学はじめ地域住民や多様な団体との連携を拡大・強化するため 

 

■連携における河川レンジャー間の役割分担 

上田河川レンジャーアドバイザー 

① 当地での活動実績、経験を活かした技術指導 

② 人脈を活かした渉外（自治体、団体、行政など） 

 

玉井河川レンジャー 

① 市民活動の経験を活かした、プログラム作成。 

学生など若年層が川づくりに興味をもちやすい活動プログラムを作成する。 

② 中立性を活かした渉外 

③ 摂南大学石田ゼミ生との連携による点野における水辺づくり活動の記録化と「点野方式」の

論文化と発信。 

④ 公平な立場での連携団体の特性を活かした主体性発揮の促進。 

 

（１）活動目的  

点野砂州は淀川新橋下流から点野ワンドにかけて形成された砂州であり、低水敷の河畔林や丈

の高いヨシなど湿生植物が茂るものの、管理道路と隣接することから、高水敷からのアプローチ

がしやすく、見通しも効く。管理道路は自転車やジョギング、犬の散歩などで河川公園を利用す

る市民の往来も多く、日中は衆人監視による安全性が保たれている。中流域でこのような条件を

満たすエリアは右岸左岸ともに唯一の場所といってよい。 

点野地区が「淀川河川公園基本計画」モデル地区に選定され、切り下げを含む整備が始動しよ

うとしている中、誰もが安全に利用できる川、水辺づくりに協働で取り組む。地域に根ざした活

動主体へと発展できる人材（団体）育成の場とする。 

  淀川が育んだ生物多様性の価値とそれが急速に消失しようとしている現状を認識し、その要因

の一つとされる外来生物の駆除と、在来種の再生に取り組む。 

SATOYAMA イニシアティブの理念に鑑み、日常的に川と関わることで、河川環境・生態系の再生・

保全し、利用し続ける方法を地域の住民や団体、学生と一緒に考え、取り組む。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

28

年 

４月 

連携団体との調整（上半期の日程を決定）、ポスターチラシ作成、広報活動、

【下見】ネズミムギの生育状況を中心に現況把握、物品準備 

【実施内容】ネズミムギは種子形成していないので、刈払機使用可 

セイヨウカラシナ抜根 

【摂南大学石田ゼミ】日程調整と打ち合わせ、シードバンク調査 

 

５月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】ネズミムギ、セイバンモロコシ、ナガエツルノゲイトウの状況、物

品準備、熱中症対策物品準備 

【実施内容】ネズミムギ刈りとり、抜き取り、セイバンモロコシ抜き取り 

【摂南大学石田ゼミ】シードバンク調査 
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６月 

連携団体との調整、7～9 月チラシ作成、広報活動 

過去参加者へ呼びかけ、チラシ郵送 

【下見】ネズミムギ、セイバンモロコシ、ナガエツルノゲイトウ、アレチウ

リ、カナムグラ、ナヨクサフジ生育状の確認 

物品準備、熱中症対策物品準備 

【実施内容】セイヨウカラシナ、ネズミムギ、セイバンモロコシ抜き取り 

情報交換・勉強会 

【摂南大学石田ゼミ】 

７月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】ネズミムギ、セイバンモロコシ、マルバアサガオ生育状況 

物品準備、熱中症対策物品準備 

【実施内容】ネズミムギ抜き取り、セイバンモロコシ、キリンソウ抜き取り、

ナガエツルノゲイトウ、カナムグラ、アレチウリ、オオブタクサなどの駆除、

淀川まるごと体験会場整備 

【摂南大学石田ゼミ】 

８月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】淀川まるごと体験会場として動線、広場、遊具設置のレイアウトを

配慮にいれた下見、物品準備、熱中症対策物品準備 

【実施内容】淀川まるごと体験会場整備、刈払機で通路確保、ナガエツルノ

ゲイトウ、アレチウリ、カナムグラ、キリンソウなど抜き取り 

【摂南大学石田ゼミ】 

９月 

連携団体との調整、10～12 月チラシ作成、広報活動 

【下見】 ネズミムギ、セイバンモロコシ、マルバアサガオ、ナガエツルノゲ

イトウなど生育状況、物品準備熱中症対策物品準備、 

【実施内容】ネズミムギ、セイバンモロコシ、マルバアサガオ、アレチウリ、

カナムグラ、キリンソウ抜き取り 

情報交換・勉強会 

【摂南大学石田ゼミ】 

10 月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】ネズミムギ、セイバンモロコシ、マルバアサガオ状況、物品準備、

熱中症対策物品準備 

【実施内容】ネズミムギ抜き取り、セイバンモロコシの穂摘み取り、マルバ

アサガオ、抜き取り 

11 月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】夏季台風などの影響があれば危険個所など確認 

物品準備、熱中症対策物品準備、 

【実施内容】危険個所整備、伐木、ゴミなど回収 

【摂南大学石田ゼミ】 

12 月 

連携団体との調整、チラシ作成、広報活動 

【下見】危険個所など、ナガエツルノゲイトウ、セイヨウカラシナ 

物品準備 

【実施内容】流下ゴミ、伐木など回収、整備作業 

情報交換会（石田ゼミ生による中間発表） 

平

成

28

年 

１月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】砂州危険個所など、閉鎖ワンドの状況、物品準備 

【実施内容】セイヨウカラシナロゼット抜き取り、伐木回収など整備作業 

２月 

連携団体との調整、広報活動 

【下見】砂州・閉鎖ワンド状況確認、物品準備 

【実施内容】セイヨウカラシナ抜き取り、閉鎖ワンド水辺の整備 
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３月 

連携団体との調整、広報、下見（砂州・閉鎖ワンドの状況）物品準備 

実施（セイヨウカラシナ、ネズミムギぬきとり） 

情報交換・勉強会（年度のまとめ、次年度へむけて） 

 

 

（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ●団体名（ ねやがわ水辺クラブ、摂南大学エコシビル部、摂南大学石田ゼミ ） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：なし 

    当日現地に来れば、誰でも参加可。 

 

（４）実施内容 

●現場状況把握 

地形、植生を記録。危険個所の有無、違法行為・河川利用のマナー違反有無などを記録。 

取り組みの成果を検証。 

●外来植物駆除 

ネズミムギ、セイヨウカラシナ、アレチウリ、ナガエツルノゲイトウなどの駆除。 

●在来の水辺の植物を保全 

砂州内でかつてのワンドの痕跡となっている低湿地を中心とするヨシ群落に徐々に侵出して

くる外来植物を駆除する 

●危険個所など整備 

夏季の台風などの影響による倒木や流下物を除去する。 

随時、危険個所の確認をおこなう。可能な範囲で整備するとともに、速やかに河川事務所に

知らせ、対策を要請する。 

●情報交換会、勉強会 

6 月は摂南大エコシビル部の新入生を迎えるにあたり、これまでの経過・成果などを共有。 

12 月参画団体から話題提供など、意見交換。 

12 月は石田ゼミ生による話題提供など（予定）意見交換 

●記録作成（摂南大ゼミ生） 

活動エリアの測量をおこない、高低差を含む白図を作成し、活動による作業（駆除植物）と

植生を記録していく。 

 

（５）実施日 

毎月 1 回第 3日曜日に実施を基本とするが、連携団体の事業日程との調整上、変更の場合もあ

る。また、現場の状況によっては臨時に追加実施する場合もある。 
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（６）実施場所 

点野ワンド・砂州周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

●熱中症対策として、夏季作業時間を午前中に変更。 

●水やお茶を充分量準備 

●救急セット、経口補水液、氷、ハチノックなど準備と、緊急時病院搬送車両と担当者手配 

●作業グループごとにリーダーを決め、体調管理と作業に応じた休憩を励行 

●水辺作業時のライフジャケット着用 

●間伐作業時のヘルメット着用 

●担当を決めてＸバンドなどによる気象情報把握 

●下見時に危険個所、危険生物など確認 

●危険個所および危険生物対策として出張所への速やかな連絡と相談 

●開始前に体調不良者など確認し、スタッフで共有、配慮する 

●活動に際し加入する傷害保険は、病気である熱中症は対象外であることも言及して、一層の

注意を促す。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

ねやがわ水辺クラブ、摂南大学エコシビル部当日出席者の中から作業に応じたグループリーダ

ーと担当者を選出しあたる 

●作業ごとのグループリーダー●作業指導者（レンジャー、水辺クラブなどから数人） 

●車両ドライバー（２～３）：使用物品の運搬、安全な積み込み・運行管理 

※ワゴン車ドライバーは病人けが人の搬送担当とする 

 

（９）広報・募集方法 

レンジャーニュース、河川レンジャーＨＰ、ポスター・チラシ配布、団体、学校、企業などへ

の呼びかけ、レンジャー間ネットワークによる紹介など 

 

実施場所地図 
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（10）必要支援内容 

点野流域センターの使用、管理道路の通行許可、回収ゴミ・倒木、駆除した外来植物などの適

切な処理、情報提供。 

広報物・資料などの印刷、ＨＰ・レンジャーニュース掲載、ラミネート用紙、ゴミ袋、土嚢袋

など消耗品の支給、マスク、アームカバー、作業用ゴム手袋、遮光シート、プロジェクター（情

報交換・勉強会時使用） 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

連携団体との調整など、安全管理、情報共有 

 

（12）その他 
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５．２．淀川まるごと体験会（活動名） 
 

■連携する河川レンジャー名 

上田河川レンジャーアドバイザー 

出来河川レンジャー 

山口河川レンジャー 

雨嶋河川レンジャー 

玉井河川レンジャー 

 

■連携理由 

淀川の魅力を凝縮して伝えるプログラムを多数実施するにあたり、管内あるいは広域のレンジャ

ーに地元で実績を積まれているプログラムを実施 

 

■連携における河川レンジャー間の役割分担 

上田河川レンジャーアドバイザー：普及版冠水道路歩行体験 

出来河川レンジャー：水辺の安全教室 

山口河川レンジャー：ネーチャーゲーム 

雨嶋河川レンジャー：家庭でできる浸水対策 

玉井河川レンジャー：実行委員会がより主体性を発揮できる環境づくり 

 

（１）活動目的  

川と身近に接することのない子どもたちに、川の楽しさを体験しながら、淀川の自然、歴史、

川と人との関わりを学び、河川愛護精神、川で安全に遊ぶ心得を身に付け、子どもたちに川遊び

を体験させられる親になってもらう。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

28

年 

４月  

５月  

６月 
実行委員会立ち上げ（プログラム・スタッフ配置案作成、関連団体調整） 

団体への呼びかけ 

７月 

広報原稿作成・入稿、ポスター、チラシ作成 

実行委員会（プログラム詳細決定、スタッフ配置、物品手配） 

広報掲載・チラシ配布など、物品手配 

８月 

実行委員会（プログラム、人員、物品確認） 

会場準備、準備作業 

実施 

９月 反省会、協力団体・機関などへのお礼と報告 

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

29

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ●団体名（ねやがわ水辺クラブ、摂南大学エコシビル部、点野水防団ほか） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：親子４０～８０名（実行委員会にて決定） 

 

（４）実施内容 

    清掃、舟運学習とＥボート体験、水辺の安全指導、ネイチャーゲーム、ヨシ笛づくり 

水辺の生き物観察、ガサガサ体験、普及版冠水道路歩行体験 

   【雨天時プログラム】点野流域センターに会場変更のうえ、用水路でのもんどり体験・解説、

ヨシ笛づくりなど 

 

（５）実施日 

８月２３日（日） 

 

（６）実施場所 

点野ワンド・砂州周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

●水やお茶を充分量準備 

●救急セット（内容確認、期限切れなど）、経口補水液、氷など準備と、緊急時病院搬送車両

と担当者手配 

●Ｅボート乗船時、水辺観察時のライフジャケット着用の徹底 

●担当を決めてＸバンドなどによる気象情報把握 

●下見時に危険個所、危険生物など確認と出張所への速やかな連絡・相談（プログラム見直し

含む） 

 

実施場所地図 
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（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

●摂南大学エコシビル部・石田ゼミ（30名） 

   Ｅボートプログラム全般、各プログラムサポート、遊撃隊、安全管理 

●ねやがわ水辺クラブ（20 名） 

車両ドライバー（緊急搬送担当含む）ヨシ笛づくり、樹のブランコ、 

普及版冠水道路歩行体験 

水辺観察・ガサガサなど、安全管理 

●各連携団体などからのスタッフ（10 名）各プログラムサポート、安全管理 

●一般参加スタッフ（10 名） 

 

（９）広報・募集方法 

レンジャーニュース、河川レンジャーＨＰ、寝屋川市広報、ポスター・チラシ配布、団体、学

校、企業などへの呼びかけ、レンジャー間ネットワークによる紹介 

 

（10）必要支援内容 

点野流域センターの使用、管理道路の通行許可、船着き場の使用、土嚢用真砂土の提供・搬送、 

ライフジャケット、胴長、タモ網、バケツ、ホールディングテーブル、クーラーボックス、ヨシ

材など申し込み受付対応、申込者宛て詳細案内の郵送 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

連携団体との調整など、安全管理、情報共有、広報活動、物品手配 

担当プログラムの主体的企画立案、運営実施 

 

（12）その他 
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５．３．寝屋川市エコフェスタ 
 

■連携する河川レンジャー名 

出来河川レンジャー（枚方管内） 

山口河川レンジャー（枚方管内） 

雨嶋河川レンジャー（枚方管内） 

 

■連携理由 

①各レンジャーが地元で取り組む活動について紹介するとともに、活動を通じて実感する淀川の

かかえる①外来種②湛水域化③河床低下など諸問題について、より効果的な市民啓発を展開する

ため、管内の各地域で活動するレンジャーが情報を持ち寄り発信する 

 ②多くの市民が訪れるブースの当日管理・運営を手分けしておこなう 

 

■連携における河川レンジャー間の役割分担 

各レンジャーが自身の活動実績に基づく展示資料作成 

当日の体験ブース（昨年はヨシ笛、砂絵）の運営 

 

（１）活動目的  

寝屋川市が実施する環境啓発事業なので、多くの寝屋川市民が淀川の抱える様々な問題につい

て知り、その過程における自身の生活とのかかわりを認識し、改善のために一人一人ができるこ

とに気付いてもらう 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

28

年 

４月  

５月  

６月  

７月 出展申請のお願い 

８月  

９月 打ち合わせ、各レンジャー展示物準備 

10 月 連携団体との調整、物品手配、打ち合わせ 

11 月 展示物、物品の確認、準備作業、打ち合わせ、実施、総括（次年度へむけて）

12 月  

平

成

29

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○寝屋川市主催行事への出展 

  ○団体名（ヨシ笛体験はねやがわ水辺クラブと合同実施） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：名 

 

（４）実施内容 

  レンジャー事業紹介パネル展示 

  各レンジャー発の啓発パネル（他のプレゼン方法も検討）展示 

  体験ブース（ヨシ笛など） 

 

（５）実施日 

  11 月 15 日（日） 

 

（６）実施場所 

  打上治水緑地公園（寝屋川市） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

●カッターナイフなど使用にあたり、子どもの年齢に合わせた指導・サポート 
●主催者の救護テント位置などスタッフに周知 
●体験スペースの配置は当日の天候などみて柔軟に対応 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

●ねやがわ水辺クラブ（数人）  ヨシ笛づくり合同実施 

 

（９）広報・募集方法 

  レンジャーニュース・ＨＰ、主催者配布チラシを各レンジャー活動参加者などへ配布協力 

 

実施場所地図 

【実施場所】 
大阪府打上川治水緑地公園 
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（10）必要支援内容 

  点野流域センターの使用（物品準備作業など）、展示するパネル資料などの貸与、搬送 

  ヨシ材提供 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

河川事務所、事務局との連絡窓口 

活動パネル作成 

体験ブース（ヨシ笛など）の当番 

 

（12）その他 

  一部について、主催者（寝屋川市環境推進課）と直接やりとりを行う 
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５．４淀川の治水・防災展  
 

■連携するレンジャー名 

三輪河川レンジャー・アドバイザー（毛馬） 

西岡河川レンジャー（福島） 

玉井河川レンジャー（枚方） 

 

■連携理由 

広域レンジャーと連携することで沿川広域の視野に立ち、治水の歴史、人との関わり、過去の水

害を学ぶこと 

大地震に伴う津波による予想される沿川被害について情報を伝える 

主婦層や子どもたちに向けた情報発信 

 

■連携における各レンジャー間の役割分担 

三輪河川レンジャー：展示パネル構成、下流域での地域防災取り組み紹介、朗読など 

西岡河川レンジャー：子どもたちへむけた啓発手法「コント淀川さん（治水・防災編）」ほか 

玉井河川レンジャー：寝屋川市、北河内の防災情報 

 

（１）活動目的 

水防を身近な問題としてとらえる機会を提供し、いざというときに焦らず、状況を判断し、命

を守り、助けあう知恵を身に着ける 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

７

年 

４月 会場確保、講師確保、打ち合わせ（日程） 

５月 
広報物準備 

協力団体との調整 

６月 
寝屋川市広報掲載 

物品準備 

７月 実施 

８月  

９月  

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

２

８

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○団体など 

  ○団体名（TIEAM 魚っしょい！、ブリッジこだま） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民 

○定員：なし 

 

（４）実施内容 

●水防講演 

●水防に関する話題提供 

●土嚢作り・積み体験 

●簡易水防の紹介 

●防災朗読会 

●コント淀川さん（治水・防災編） 

●大阪府による話題提供と非常用備蓄アルファ化米解説・実演・体験 

 

（５）実施日 

  平成 28 年 6～9 月の 1 週間（会場確保状況による） 

  

（６）実施場所 

  寝屋川市立ふれあいプラザ香里（寝屋川市香里南之町 19-17） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

高所掲示物の落下防止 

土嚢体験時、腰を痛めないよう、正しい姿勢など注意喚起 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

受付、記録、話題提供など（1～2名） 

 

実施場所地図 
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（10）必要支援内容 

レンジャーニュース、ＨＰ掲載、チラシ・資料など印刷、講師謝金、スタッフ交通費、 

真砂土、土嚢（運搬含む）、使用物品支援 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

会場、講師・協力スタッフ手配、協力団体などとの調整、広報活動 

当日進行、記録・まとめ報告とお礼 

 

（12）その他 

地域から要請があれば、ニーズに合った地域防災の啓発活動に取り組みたい 
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５．５ 茨田イチョウまつり 
 ■連携する河川レンジャー 

  上田河川レンジャーアドバイザー 

  玉井河川レンジャー（枚方） 

 

 ■連携理由 

  点野地区の河川を介在としたコミュニティ活性化と整備後の「点野みんなの水辺」維持管理と

利用にむけての地域住民、団体のモチベーションを高める 

 

 ■連携における各レンジャー間の役割分担 

  上田レンジャーアドバイザー：地元実行委員、団体、大阪府、寝屋川市との交渉窓口 

  玉井河川レンジャー：河川事務所枚方出張、レンジャー事務局、団体との交渉窓口 

 

（１）活動目的  

淀川と地域・人とのつながりを広く市民に伝え、地域住民（旧村・新住民）、団体、子どもた

ちの交流の場とする。 

会場はワークショップでの提案や市民工事など協働により整備された公園であり、旧村住民と

新住民との壁を取り払う意味においても住民主導の「まちづくり」として評価され、期待もされ

たが、年月を経て草刈りなど維持管理への住民参加もなくなり、水の停滞するモニュメント周辺

水路は蚊の発生源となり、利用者のいない公園となった現状に目を背けず、新しい世代の奮起を

促す機会としたい。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

７

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月 実行委員会立ち上げ、ポスター・チラシ作成、配布 

10 月 実行委員会、協力団体呼びかけ、準備作業 

11 月 準備作業、実施、反省会、協力団体への報告・お礼 

12 月  

平

成

２

８

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

○団体などと実行委員会を立ち上げ連携 

○団体名（地元実行委員会、ねやがわ水辺クラブ、摂南大学、大阪府私の水辺北河内実行委員

会など） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体（地域団体・学校・行政・企業など） 

団体名（          ） 

○定員：なし。誰でも自由に会場に出入りでき、催しに参加できます 

 

（４）実施内容 

●E ボート体験 

摂南大学エコシビル部学生による E ボート乗船体験 

●セレモニー 

●参加者による水辺の植物移植 

里川の風情を再生する植栽体験 

●パネルセッション 

参加団体などによる活動紹介 

●交流会 

●体験ブース 

ヨシ笛作り、淀川に関するク 

●スタンプラリー 

 

（５）実施日 

11 月 23 日前後 

  

（６）実施場所 

茨田樋遺跡水辺公園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施場所地図 
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（７）安全対策 

●会場内安全点検の実施と危険個所があった場合の対応（応急処置、立ち入り規制など） 
●スタッフの体調管理、怪我など発生時の速やかな報告、対応などについて確認し、情報の共

有をお願いする 
●気分の悪い人など遠慮なくスタッフに申し入れるよう随時インフォメーションする 
●担当を決め、開催中の天候確認を状況に応じておこなう 

●状況をみながら、混雑時は水路周辺など立ち入りを制限する 

●緊急時病因搬送担当者と車両の確保 

●クラフト体験ブースにおいて、刃物の管理と使い方の指導、こどもなど年齢に応じた指導対

応ができるスタッフを配置 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

Ｅボート体験 摂南大学 20 名 

会場設営 参画団体など 30 名 

各ブースなど 参画団体など 10 名 

車両ドライバー 参画団体など数名 

 

（９）広報・募集方法 

レンジャーニュース、レンジャーHP、寝屋川市広報、ポスター掲示（地元自治会、小学校など）・

チラシ配布（地域の施設、寝屋川市エコフェスタ会場など） 

点野小学校での「壁新聞で水辺づくり」に PR 記事掲載し地域の子どもたちの参加を呼びかけ 

る 

 

（10）必要支援内容 

レンジャーニュース、ＨＰ掲載、チラシ・資料など印刷、使用物品（タープテント、ホールデ

ィングテーブル、ヨシ材など）貸与・支給、点野流域センターの使用 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

実行委員会構成員として企画、運営に携わる 

広報活動 

記録・まとめ報告とお礼 

 

（12）その他 
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平成 28 年度 河川レンジャー年間活動計画 
 

  枚方出張所管内河川レンジャー 出来 猛 
 
１．活動の目的 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．活動の目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かつては淀川には多数のワンドやたまりが形成され、子供のみならず大人も遊べて楽しめる

憩いの場所であったが、近年、河川公園として野球場やテニスコート等のスポーツ施設が整備

され淀川のイメージも一新された。また洪水対策としての護岸の整備も行われて自然環境も失

われつつある。さらに外来魚の繁殖により在来魚の生態にも異変をきたしている。 

淀川の環境（ゆったり流れる大河、魚の種類が豊富、天然記念物のイタセンパラの生息、流

域人口 1200 万人）を生かして、淀川らしい・淀川にしかできない地域住民とのかかわりを育

てていきたい。 

 

以上の課題認識から、 

①守口市を中心に行政･町内会･学校･職域等と連携して、地域ぐるみで淀川の環境を改善す

る活動(ワンドや河川敷のクリーン活動や整備活動)により住民が気軽に憩える広場つく

りをする。 

  ●八雲ワンド近辺の川岸にヨシを再生し景観を良くしヨシ笛や水質浄化に役立てる 

  ●佐太用水路周辺の環境を整備し公園等で住民が憩えるようにする 

    平成 28 年 4 月から守口市･近隣町会･NPO･ボランティアグループに呼びかけてワー

キンググループを立ち上げ検討する。 

 

②住民と連携して防災に対する意識の向上、表示板の設置等の具体的な活動を市と連携し

て実施する。 

  ●市や住民と連携して避難経路の検討や、防災意識の向上のための勉強会や訓練の 

実施 

●海抜表示板や避難経路板を設置し住民に周知してもらう 

Step1 淀川の環境に関する情報発信と河川敷での川に親しむイベントにより流域住民へ 

淀川への関心を高める 

Step2 住民参加による淀川の環境整備活動により住民間のコミュニケーションの醸成を図る

 

Step3 環境整備・防災について市と住民と一体になりプランニングし行政・住民へ発信する
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３．活動の概要 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1 

 地域住民の関心を

 高める 

 

① 淀川の環境に関する展示と意見交換をする 

京阪守口市駅前の大国大「くすくすひろば」

等で定期的にタイムリーな話題で情報発信する 

 

② 淀川を知ってもらうイベントを開催する 

守口市内小学校の出前授業、障害者･外国人

への淀川に親しむ外来魚駆除魚釣り・清掃活

動・勉強会の開催 

③ 公的な機関のイベントに出展して広報する 

守口市の環境フェアや城北クリーンキャンペ

ーン、淀川市民マラソン等のイベントに出展す

る 

④ 河川レンジャー活動をマスメディアで広報

する 

守口市広報紙「もりぐち」や J:COM の地域情

報番組「ひとっトピ」等で活動状況をＰＲする 

 

     

Step2 

 河川レンジャーと

 管理者が協働して

 取り組む 

 

① 地域町会を中心とした佐太用水路の環境整

備活動 

住民参加での清掃活動や環境改善活動をする 

② 八雲河川敷で地域住民と連携して環境整備

をする 

水辺でのヨシの再生、ヨシ笛つくり、外来魚

駆除の魚釣り、外来植物の駆除 

③ 防災意識の向上を図る活動 

防災勉強会等で防災意識の向上を図る。避難

経路の点検･調査、海抜表示板･避難誘導版の設

置 

 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

 

① 八雲河川敷の活用に関し行政に発信する会

の組成 

住民参加の整備活動を通じて、さらに活用す

るための計画やイベント開催等の要望を行政に

発信する組織つくりをする 

② 防災に関し行政(守口市)へ発信･活動する会

の組成 

防災に関する Step2 の活動のアップ版として

行政と連携した活動をする。J:COM の緊急情報

網を活用した防災訓練を佐太船着場も活用して

守口市等の行政と連携して実施する。 
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４．平成 28 年度活動内容 
 

 

平成 28 年度の活動一覧 

 

活動分野   活動名 

川づくりへの参画･支援活動 
淀川の環境･防災についての地域ネットワーク作り 

（京阪守口市駅前の「くすくすひろば」を拠点として） 

川の人材を育成する活動 

淀川の環境についての小学校への出前授業 

ライフジャケットでの着水訓練の出前授業 

河川の環境を改善する活動 

八雲ワンドでの親子で楽しめる水辺作り(清掃等)活動 

佐太の農業用水路の環境整備活動 

城北ワンドのクリーン活動 

河川レンジャー活動の啓蒙 

 

（屋外イベント） 

守口市こどもまつりへの参加 

淀川歴史マラソン展への参加 

守口環境フェアへの参加 

淀川まるごと体験会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34



 

1.1 淀川の環境・防災についての地域ネットワーク作り 
 

（１）活動目的  

地域に密着した活動を推進するには、地域の自治体・学校・自治会・企業と連携して継続した

活動をすることが不可欠。その為には関係部所に出向き河川レンジャー活動の理解と個別のイベ

ントへの賛同を得ることが必要であり、守口市環境フェアや淀川市民マラソンへの出展や京阪守

口市駅前の大阪国際大学の｢くすくすひろば｣や公共の場所で広報活動をする。広報活動は地域ネ

ットワーク作りを主目的とし、河川レンジャーの認知度の拡大も図る。併せて防災意識の高揚を

図る。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月   

５月   

６月  大阪国際大学との調整 

７月   

８月 
守口市駅前での淀川の環境・防災について

の意見交換とネットワークつくり 
 

９月   

10 月   

11 月  関係部門との調整 

12 月  大阪国際大学との調整 

平

成

２

９

年 

１月 
守口市駅前での環境・防災についての意見

交換とネットワークつくり 
 

２月   

３月   

 

（２）連携等 

  なし （大阪国際大学から無償での会場提供あり） 

 

（３）参加対象者・定員 

  淀川流域の一般市民を対象にしての意見交換会（10 名）やパネル展示の参加者（50名） 

 

（４）実施内容 

淀川の環境の遷移や現状・改善についての意見交換会を実施し、改善活動に対するネットワー

ク作りをする。また展示パネルにより淀川の美化や親水化への意識改革や協力をお願いする。 

防災についてもパネル展示等により意識の高揚を図る。河川レンジャー活動のチラシを配布し

参加を呼び掛ける。 
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（５）実施日 

 年間２～３回 （会場等の手配状況により日程は調整要） 

 

（６）実施場所 

  京阪守口市駅前、テルプラザ内の大阪国際大学「くすくすひろば」等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

  展示パネルの落下防止や水槽の転倒防止等小学生や幼児の来訪者もあり充分な防止対策をする 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  会場との折衝・会場設営・運営は小生が実施し、説明要員や意見交換のサポートとして協力ス

タッフを１名 

 

（９）広報・募集方法 

  河川レンジャーニュースや河川レンジャーホームページへの掲載 

  ちらしの守口市役所内や関係部門への配布 

  近隣でのちらしの街頭配布 

 

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動に関するパネル数枚 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  淀川の水質が近年琵琶湖や桂川の活動等により改善されつつある。下流域の枚方管内でも美化

活動や排水の注意等環境への認識と改善活動への参加を呼び掛ける。そして環境ネットワーク作

りをし、一緒に活動する仲間の拡大を図る。 

 

（12）その他 
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1.2 淀川の環境についての小学校への出前授業  

 

（１）活動目的  

  守口市内の小学生を対象にして学校訪問し、河川に親しむ為の出前授業をする。 

  （淀川の歴史、特徴、外来植物や生物の駆除、水質、防災等） 

出前授業により、淀川を知ってもらい、川への親しみと、水質保全等についての認識を持って

もらう。また、八雲ワンド・庭窪ワンドでの清掃や環境整備活動にも参加してもらい、親子で継

続して取り組んでいただく。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

  なし 

 

（３）参加対象者・定員 

  守口市内の小学校 4年生 30 名から 90 名 

  近隣の市の小学校にも勧誘する。 

    

（４）実施内容 

  淀川の在来魚を展示し、出前授業をする。 

①川の歴史（文禄堤、三十石船、ワンドの生成） 

     ②淀川の役割（治水・利水・保水） 

      上流の滋賀県・京都府・奈良県と下流域の大阪府が一体となり環境問題の解決を図っ

ている。 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月  
守口市教育委員会を通じて、小

中学校校長会にて募集 

５月  対象校での事前打合せ 

６月 守口市内小学校での出前授業 対象校での事前打合せ 

７月 守口市内小学校での出前授業  

８月   

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月   
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③外来魚・外来植物の実態と駆除 

④水質保全、防水 

地震・津波に対する心構えと対応 

琵琶湖・上流・中流・下流の水を採取して違いを認識してもらう 

     ⑤安全に川で遊ぶ為にスローロープを持参し使い方の説明と実演をする。 

      淀川の在来魚を展示する。 

 

（５）実施日 

 平成 28年 6 月から 7月頃まで。 

 

（６）実施場所 

  守口市内小学校へ訪問し出前授業 （３～４校） 

 

（７）安全対策 

  

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  不要 

 

（９）広報・募集方法 

  守口市教育委員会を通じて小中学校校長会でプレゼンをさせてもらい参加勧誘をする。 

    

（10）必要支援内容 

  特になし 

    

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  出前授業用のパワーポイント作成（60 枚程度） 

  対象校の担任先生と打合せし授業内容を確認する 

 

（12）その他 

  45 分の授業時間は短いので、伝えたい事を絞り込んで話をする 

  出前授業を契機として、親子で淀川に親しんでもらう活動への参加につなげていきたい 
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1. 3 ライフジャケットでの着水訓練の小学校への出前授業  

 

（１）活動目的  

守口市内の小学生を対象にして学校訪問し、プールにライフジャケットを着用して入り効果を

実感してもらう。 

ライフジャケットの着用を経験することにより、そういう事態になった時にあわてず対応でき

るようにしておく。 

    

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

  なし 

 

（３）参加対象者・定員 

  守口市内の小学校 5～6 年生 30 名から 90名 

  近隣の市の小学校にも勧誘する。 

 

（４）実施内容 

  ライフジャケットの着け方 

  プール内での浮き方 

  スローロープの使い方 

  スローロープによる救助実演 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月  
守口市教育委員会を通じて、小

中学校校長会にて募集 

５月   

６月  対象校での事前打合せ 

７月 守口市内小学校での出前授業  

８月   

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月   
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（５）実施日 

 平成 28年 7 月。 

 

（６）実施場所 

  守口市内小学校へ訪問し出前授業 （２時間必要） 

 

（７）安全対策 

監視要員（担任の先生およびＰＴＡの見回り隊）の確保 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  1～２名のスタッフ必要 

  学校の先生にもサポートをお願いします。 

 

（９）広報・募集方法 

  守口市教育委員会を通じて小中学校校長会でプレゼンをさせてもらい参加勧誘をする。 

   

（10）必要支援内容 

  ライフジャケット（生徒数分 30～100） 

   

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  対象校の担任先生と打合せし授業内容を確認する 

 

（12）その他 

  ライフジャケットの着け方に時間を取り、また確認を徹底する。 

  出前授業を契機として、親子で淀川に親しんでもらう活動への参加につなげていきたい。 
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1.4 八雲ワンドでの親子で楽しめる水辺作り(清掃等)活動 

 

（１）活動目的  

八雲ワンドの周辺は家庭ごみの不法投棄や河川敷き利用者のゴミの放置で美観を損ねており水

質保全にも影響している。近隣住民の組織的参加により継続した清掃活動やヨシの再生等のワン

ド周辺の環境整備をし、近隣住民が家族で憩える水辺作りをしたい。そして淀川についての勉強

会を開催し、淀川を良く知って誇りに思い好きになってほしい。勉強会の講師は河川レンジャー

(出来)および専門家を招聘する。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

  守口市、近隣の町内会（八雲連合町会、下島連合町会） 

 

（３）参加対象者・定員 

  近隣住民の組織化により継続的参加をお願いする。毎回 30 名程度 

布石をかねて実施した出前授業の小学校を通して、八雲中学校校区(八雲中･八雲小･下島小)の

町会や近隣マンションの管理組合や近隣企業の組織的な参加を募る。 

また河川レンジャーのホームページを通した一般参加も呼び掛ける。 

 

（４）実施内容 

  八雲ワンド近くの淀川河川公園の守口サービスセンター（守口スポーツプラザ）の多目的会場

に集合し活動の注意事項や淀川についての勉強会（水質･外来魚･外来植物･ワンドの生成･環境等）

を開催してワンドの清掃や整備活動をする。 

 実  施 準 備 等 

平

成

２ 

８ 

年 

４月 
八雲河川敷の活用に関するワーキンググル

ープの立ち上げ 
近隣町内会への勧誘 

５月   

６月   

７月   

８月 
八雲ワンドでの水辺つくり活動 

（外来魚駆除） 
 

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月 八雲ワンドでの清掃活動  

３月   
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１．ワンド近辺の清掃活動  

２．外来植物・魚の駆除（魚釣り）  

３．淀川の生物観察（魚・野鳥）  

４．ヨシ原の再生とヨシ笛作り  

５．砂州での水遊び  

 

平成28年4月から守口市･近隣町会･NPO等で八雲河川敷の整備に関するワーキンググループを

立ち上げて検討を開始する予定。 

     

（５）実施日 

 3～4 ヶ月の１回程度の割合で定期的に活動する。 

 3～5 年かけて整備する。 

 

（６）実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

河川敷を使用した活動であるので水面へ近付かないように事前の注意事項説明時に徹底を図

り、活動時はサポートスタッフの監視やスローロープを準備する。ライフジャケットは配布せ

ずスタッフ 1 名のみ準備する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  安全確保･監視に注力するスタッフを１名配置 

 

（９）広報・募集方法 

  レンジャーニュースや河川レンジャーのホームページへの掲載 

  チラシを守口市役所、参加団体への配布 

    

 

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動パネルの借用（数枚） 

  トング・軍手・ゴミ収集袋 

  ライフジャケット・スローロープ 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ちらしの作成、配布、勧誘 

  展示パネルの作成 

勉強会の会場設営 
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清掃活動会場の下見、安全確認 

清掃活動の指揮 

撤収活動 

スタッフとの反省会・次回活動内容の確認 

 

（12）その他 

  地域住民との連携活動(勧誘)に力を入れたい。 

  継続的に参加願う為の参画意識の高揚とネットワークつくりと為になる勉強会の開催をする。 

  庭窪ワンドについても淀川河川公園庭窪レストセンターを拠点として同様の活動をしたい。 
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1. 5 佐太の農業用水路の環境整備活動   

 

（１）活動目的  

  守口地区の農業用の用水路にゴミがたまり、ゴミの不法投棄もあったりで汚れている。 

用水路には近隣住民があひるの小屋を建てて飼育している。近隣の幼稚園児にも親しまれてい

る。この用水路の下流に守口名産のレンコンや大根の生産地がある。 

この用水路の環境整備をし、水質改善をして、アヒルや魚の住める川とし、桜まつり等地域住

民の憩いの場としたい。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

  川をきれいにする運動、守口市 

 

（３）参加対象者・定員 

  近隣の自治会を中心に一般参加も呼びかけて活動をする。毎回 30 名程度 

    

（４）実施内容 

淀川の水を引用した用水路周辺の草刈りや川床のゴミ拾いを通じて、河川浄化活動を広く住民

の力により推進する。そして近隣住民の憩える川とし、近くの公園や自治会館を拠点とした交流

の場とする。あわせて、淀川の水の大切さを広めたい。 

川床には水生外来植物がはびこっており一掃する。 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月   

５月 清掃活動 用水路浄化について意見交換 

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月 適宜実施  

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月 適宜実施  
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   活動エリアを下流域にも拡大する。 

 

（５）実施日 

 冬場を除いて 2ヶ月おきくらいに継続して開催する。 

 

 

（６）実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

用水路は水深 40cm 位であり、大人を中心に川に入るので事前に水深等の安全確認をする。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  不要 

 

（９）広報・募集方法 

  レンジャーニュースや河川レンジャーのホームページへの掲載 

  チラシを守口市役所、参加団体への配布 

    

 

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動パネルの借用（数枚） 

  トング・軍手・ゴミ収集袋 

  幹線水路を管理する寝屋川市と流量調整 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ちらしの作成、配布、勧誘 

  展示パネルの作成 

  清掃等の浄化活動 

 

（12）その他 

  住民参画による自主的で継続的な活動にする。 

佐太の本用水路の整備と連動して、寝屋川から分流する古川のクリーンアップ活動にも取り組

み、水質検査等も実施し、近隣住民と連携して憩える場所作りをする。 
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1.6 城北ワンドのクリーンアップ活動 

 

（１）活動目的  

守口市民の一番行きやすい城北ワンドで旭区等と連携してクリーンアップ活動をし、あわせて

淀川の環境や外来魚についての理解を深め淀川に親しんでもらう。また他団体との連携等により

魚釣りやもんどりで外来魚を捕獲し駆除する。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

  大阪市旭区、大阪工業大学、イタセンネットとの共同開催 

 

（３）参加対象者・定員 

  近隣住民   30 名程度 （全体では 800 名程度の参加に） 

 

 

（４）実施内容 

  城北ワンド近辺でのクリーンアップ活動を旭区等との連携により実施する。 

  河川レンジャー活動についてのパネル展示により理解と参加を勧誘する。 

  スローロープの使い方と効果の説明と試投。 

     

（５）実施日 

 平成 28年 10 月頃に実施 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月   

５月  下見、連携折衝 

６月   

７月   

８月  旭区、大工大との準備打合せ 

９月  旭区、大工大との準備打合せ 

10 月 
城北ワンドでの旭区と連携しクリーンアッ

プ作戦実施 
 

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月   

46



 

（６）実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

サポートスタッフの監視やスローロープを準備する。ライフジャケットは配布せずスタッフ 1

名のみ準備する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  安全確保･監視に注力するスタッフを１名配置 

 

（９）広報・募集方法 

  レンジャーニュースや河川レンジャーのホームページへの掲載 

  旭区及び大工大等との共催分(10 月実施)は共用ちらしを旭区で作成し募集する 

    

 

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動パネルの借用（数枚） 

  トング・軍手・ゴミ収集袋 

  ライフジャケット・スローロープ 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  ちらしの作成、配布、勧誘 

  展示パネルの作成 

清掃活動会場の下見、安全確認 

清掃活動の指揮 

撤収活動 

スタッフとの反省会・次回活動内容の確認 

 

（12）その他 

  清掃活動の集合場所が当方のイベント実施の河川敷と離れているので連携に注意する。 

 

47



 

1. 7 守口市こどもまつりへの参加  

 

（１）活動目的  

守口市教育委員会スポーツ･青少年課が主催する｢守口市こどもまつり｣に参加し、守口市内小

中学校が出展するあそび場に集まる子供たちに淀川の環境についての理解とスローロープ投げの

講習と試投をしてもらう。 

こどもまつりの趣旨は｢子ども達が生き生きとあそべる場を創り出すとともに、この催しを通

して、子どもの遊びや生活をとらえなおし、子どもをめぐる地域の大人や青年達の協力関係をよ

り発展させること｣である。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

守口市教育委員会スポーツ･青少年課、守口市内小中学校ＰＴＡ 

 

（３）参加対象者・定員 

  守口市内の子供たちと保護者。 定員なし 

    

（４）実施内容 

  スローロープの投げ方を説明し、実際に希望者には試等をさせる。 

  ヨシの大切さとヨシ笛つくり 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月  会場割当て等の事前準備 

５月 こどもまつり実施（5月 15 日）  

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月   
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   待ち時間に淀川の環境保全や河川レンジャー活動についてパネルで説明をする 

 

（５）実施日 

 平成 28年 5月 15 日（日）。 

 

 

（６）実施場所 

  淀川河川公園（八雲地区） 

 

 

（７）安全対策 

活動範囲をロープで囲み安全に注意する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  4 名程度（受付、スローロープの格納、ヨシ笛つくり指導） 

 

（９）広報・募集方法 

  守口市広報紙｢もりぐち｣で守口市内全戸に配布 

  河川レンジャーのホームページ 

    

 

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動の展示用パネル 

  スローロープ 

  ヨシ笛材料 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  こどもまつり実行委員会との会場設営・準備に対する折衝 

  会場運営に関するスタッフ調整 

  当日、淀川に関する解説 

  スローロープの投げ方の説明 

  ヨシ笛の作り方の指導 

 

（12）その他 

  河川レンジャーの連携活動にしたい 
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1. 8 淀川歴史マラソン展への参加  

 

（１）活動目的  

今年第 18 回を迎える淀川市民マラソンに併設する｢淀川歴史マラソン展｣に出店し、全国から

集まる淀川河川敷を走る 15,00 名のランナーと 15,000 名の観衆の一部の方に淀川の良さを理解

してもらい河川レンジャー活動を知ってもらう。近隣住民に対しては河川レンジャー活動に参加

を願うきっかけとしたい。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

  ふるか都･夢づくり協議会、大阪･淀川市民マラソン実行委員会 

  「淀川市民マラソン展」は実行委員会と河川レンジャーの共同開催 

 

（３）参加対象者・定員 

  淀川市民マラソン参加者及び応援者、近隣の住民。 定員なし 

    

（４）実施内容 

淀川河川公園の守口サポートセンターの多目的ホールでの河川レンジャーブースで河川レンジ

ャー活動のパネル展示。在来魚の展示。マラソンコースになる淀川の風景の解説。 

  八雲ワンドでの環境整備活動の展示と活動への参加呼びかけ。 

 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月  実行委員会での打合せ 

５月   

６月   

７月  実行委員会での打合せ 

８月   

９月   

10 月  実行委員会での打合せ 

11 月 淀川歴史マラソン展開催  

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月   
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（５）実施日 

 平成 28年 11 月 1 日から 11 月 3日 

 

 

（６）実施場所 

  淀川河川公園 守口サポートセンター 

 

 

（７）安全対策 

なし 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  4 名程度（受付、河川レンジャー活動説明） 

 

（９）広報・募集方法 

  守口市広報 

  河川レンジャーのホームページ 

    

 

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動の展示用パネル 

   

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  実行委員会との会場設営・準備に対する折衝 

  会場運営に関するスタッフ調整 

  当日、河川レンジャー活動の説明 

  マラソンイベント参加者の誘導 

 

（12）その他 

  河川レンジャーの連携活動としたい 
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1．9 守口環境フェアへの参加  

 

■連携する河川レンジャー名 

枚方管内河川レンジャー 玉井理恵 

 

■連携理由 

   私が河川レンジャーになる前から玉井さんが折衝していたこともあり、作業を分担し、 

2 人前以上の成果を上げている。特に当日の来訪者への対応に連携効果が絶大である。 

 

■連携における河川レンジャー間の役割分担 

   出来猛･････守口市役所環境政策課との折衝及び調整（主催者との窓口）、  

         在来魚を捕獲し水槽で展示、活動内容のパネル作成、会場設営と運営 

   玉井理恵･･･河川レンジャー活動のパネル準備、自己活動パネル準備、 

       ･･･会場の展示パネルの総括責任者、会場設営と運営 

 

（１）活動目的  

守口市役所の環境政策課が主催する守口環境フェアに参加し、淀川の環境についての啓蒙と河

川レンジャー活動のＰＲをする。 

在来魚を展示し淀川の魚について知ってもらう。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実  施 準 備 等 

平

成

２

８

年 

４月   

５月  守口市環境政策課と打合せ 

６月 守口環境フェア  

７月   

８月   

９月   

10 月  実行委員会での打合せ 

11 月   

12 月   

平

成

２

９

年 

１月   

２月   

３月   
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（２）連携等 

  守口市環境政策課 

 

（３）参加対象者・定員 

  近隣の住民。 定員なし 

    

（４）実施内容 

  淀川の環境に関するパネル展示 

  河川レンジャー活動のＰＲ 

  在来魚水槽の展示 

 

（５）実施日 

 平成 28年 6 日 

 

（６）実施場所 

  京阪守口市駅前の広場 

 

（７）安全対策 

なし 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  玉井レンジャーとの連携活動 

 

（９）広報・募集方法 

  守口市広報 

  河川レンジャーのホームページ 

    

（10）必要支援内容 

  河川レンジャー活動の展示用パネル 

   

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

  淀川に環境に関するパネルの作成 

  在来魚の種類と生態のパネル 

  河川レンジャーの活動パネル 

 

（12）その他 
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1. 10  淀川まるごと体験会 

 

■連携する河川レンジャー名 

   枚方管内河川レンジャー連携イベント 

    （玉井理恵、出来猛、山口遼大、雨嶋佐葉子） 

 

■連携理由 

   管内河川レンジャー全員の参加により５人前以上の相乗効果を出す。 

   作業内容は多岐にわたり、盛り沢山のイベント内容であるので分担して企画・推進 

する必要がある。 

一堂に会したイベントにより各レンジャーの良い面を吸収し自分の活動に生かせる。 

 

■連携における河川レンジャー間の役割分担 

   出来猛･････安全管理の総括責任者として、①安全管理のプラン作成、②熱中症対策として、

飲料水の準備、日陰の確保、アイスノン準備、③ハチ、ヘビ等の害虫への対策

と注意喚起、④E ボート試乗車のライフジャケットの準備と着用の徹底、⑤スロ

ーロープの準備と管理要員の配置、⑥水際での安全監視・警備。 

 

（１）活動目的  

日頃、川と身近に接することのない子供たちに、川遊びの楽しさを経験してもらい、水の大切

さ(水質・防災)を認識してもらう。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月  

６月 淀川まるごと体験会の準備 

７月 淀川まるごと体験会の準備 

８月 淀川まるごと体験会実施 

９月  

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催 

  ○団体名（水辺クラブ、摂南大学、寝屋川市） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：一般募集の親子  

○定員：５０名 

 

（４）実施内容 

  E ボート体験と舟運についての学習、ワンドでのガサガサ体験、外来生物の除去、自然観察会

（植物・昆虫）、ヨシ笛つくり、土嚢つくり体験、スローロープ投げ 

 

（５）実施日 

  平成 28 年 7月または 8 月（関係機関との調整必要） 

 

（６）実施場所 

  点野船着き場、点野ワンド、砂州周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

①熱中症対策として、飲料水の準備、日陰の確保、アイスノン準備、②ハチ、ヘビ等の害虫へ

の対策と注意喚起、③E ボート試乗車のライフジャケットの準備と着用の徹底、④スローロープ

の準備と管理要員の配置、⑤水際での安全監視・警備。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

  水辺クラブ、摂南大学(Ｅボート)等 

 

（９）広報・募集方法 

  寝屋川市広報、レンジャーニュース等 

 

（10）必要支援内容 

  ポスター・チラシの印刷、必要機材の借用 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

出来猛･････安全管理の総括責任者として、①安全管理のプラン作成、②熱中症対策として、

飲料水の準備、日陰の確保、アイスノン準備、③ハチ、ヘビ等の害虫への対策と

注意喚起、④E ボート試乗車のライフジャケットの準備と着用の徹底、⑤スロー

ロープの準備と管理要員の配置、⑥水際での安全監視・警備。 
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（12）その他 

  雨天時は点野流域センター内で一部実施 
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平成 28 年度 河川レンジャー年間活動計画 
 

  枚方出張所管内河川レンジャー 山口 遼太 

１．活動の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．活動の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
枚方で生まれ育った私は少年時代から、淀川や天野川で魚を捕り川で泳いで遊んでいた。 
しかし水質悪化と護岸の三面張り整備、小学校からの指導によって川へ入れなくなってしまう。

それ以降川で遊ぶことも無く、川に対しても「大きな排水路」としか感じなくなった。 
 

しかし成人後、全国各地の河川保全や自然体験活動の仕事をしていく中で、川と向き合った生活

を続けている方々や、川遊びを心の底から楽しんでいる子どもたちの笑顔に出会えたことで、川の

面白さ・楽しさを改めて再確認した。 
また、豪雨による河川氾濫の水害に遭った際は、地域の方が一丸となって水害と向き合い、戦っ

ていく姿に心打たれ、川の恐ろしさとそれに対する心構えの大切さも身にしみて感じた。 
その地域では「川と一緒に生きていく」「自分の生活の一部」という意識が根付いていた。 

 
生まれ故郷に戻り、地元の方に淀川の事を聞いても、以前の私と同じ「大きな排水路」のイメー

ジを持っている方が圧倒的に多く「自分たちの生活の一部」という意識はなかった。 
こういった市民生活と川との心理的な乖離が一因となり環境保全や整備事業に対しても、市民の

関心が希薄になってしまったのではないか。私はその心の距離感、意識の変革が課題であると考え

た。 
 

河川と触れ合う機会が少ない現状に対し、まずは自然体験活動や啓発活動を通して魅力を伝え、

川に対する親しみを流域住民に持っていただく。川と人との距離を縮め、自分たちの共有財産であ

るという意識を定着させることで上記課題の解消を目指す。 
また、そういった意識を持った方々が実感を伴って川づくりに関われるよう、川と安全に触れ合

えるようなスポットを関係団体と連携し枚方の河岸に実現させる。 
「淀川の魅力や川との関わり方を定期的に発信する場」としても活用し、活動内容や成果の情報

を広く発信することでより関心を深める。 
そのなかで運営の主となる人材を育成し、継続的に運営出来る体制を構築していくことで次代に

おいても「人と川との関わり方」を考慮した河川整備のあり方を話し合える場とする。 
 
こうした私の取り組みを通して、流域の住民が愛着と誇りを持ち、その危険性と上手く付き合いな

がら、「生活の一部」として実感できる身近な淀川となることを目指す。 

Step1 アプローチ性の高い自然体験活動と啓発活動および広報活動を行い関心を高める 

Step2 地域自治体や活動団体などへ連携を行い、相互協力体制の構築を目指す。 

Step3 市民視点からの河川整備提案を取り纏め提案する仕組み作り、および場と人材の育成 
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３．活動の概要 

 

 活動内容 

実施時期（任命期間/年次）

試行 1 期 2 期 

1 2 3 4 5～RA

Step1  地域住民の

関心を高める 

① 自然体験活動 

・幼児～小学生の河川での原体験 

・保護者への河川アクティビティの提供 

② 淀川に関する出前講座、歴史ウォーク 

・淀川の歴史や文化、生物や環境についての解説 

③ 若年層への情報発信 

・これまで関心が希薄だった若年層への情報アプ

ローチ 

     

Step2 

 河川レンジャーと 

 管理者が協働して 

 取り組む 

① 河川との関わり方を考えるワークショップ 

・流域住民や各団体と対話の場を作る。 

・河川利用と治水のあり方について意見を共有 

する 

② 淀川に関する施設の利用促進と相互協力事業 

・各教育施設や河川設備を有効に活用し、市民団

体の利用を促進するとともに各団体・他レンジ

ャーや他流域とのコラボレーション企画を実施

していく。 

     

Step3 

 地域住民から 

 行政へ発信する 

 仕組みを構築 

① 流域住民の意見すり合わせと取り纏め 

・市民の求める河川環境と行政の考える河川整備

をすり合わせて双方にとってより良い川づくり

を、共に考え提案していく役割を担う。 
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４．平成 28 年度活動内容 

 

平成 28 年度の活動一覧 

活動分野 活動名 

（３）河川の適正な利用の推進を図る活動 

ハ 河川環境の保全・再生の普及・啓発・学習 

 

自然体験活動 

（６）河川に係わる歴史・文化の普及・啓発活

動 

淀川魅力発見ツアー 

出前講座 

（８）川づくり・まちづくりへの参画・支援活

動 
ひらかたまちづくりプロジェクト 

（１） 防災・救援・救難の推進を図る活動 

自分で守る・皆で守る・地域で守る取り組みの

促進 

ひらかた防災学校への防災出展 

（２） 河川の環境保全を図る活動 

イ 河川環境保全・再生の普及・啓発・学習・

住民参加の促進 

三矢・伊加賀地区 調査および清掃活動 

（３）河川の適正な利用の推進を図る活動 

イ 河川利用者への安全指導 
淀川まるごと体験会（連携活動） 

（３）河川の適正な利用の推進を図る活動 

ハ 河川環境の保全・再生の普及・啓発・学習 
寝屋川市エコフェスタ出展（連携活動） 

 

 

■活動を実施していく上での課題 

・主催事業においての集客・広報についてはまだまだ改善の余地がある。 

・昨年度活動を通して協力のあった団体と市民から新たに課題と要望が複数あがった。 

・未だＳＴＥＰ２へと大きく踏み出せているとは言い難い。今年度より活動計画を進めていく。 

 

■課題に対する改善点 

・公に参加者を募る活動においても、ある程度の固定参加者を確保出来る状態を作って活動を行う。 

・新たに見つかった課題のうち、流域住民で解決が出来るものや市民の目線から情報や希望を提案

できるものに関して意見の吸上げとデータの収集を継続的に行っていく。 

・ステップ 2～3 に向けての活動を開始していく。具体的には河川公園利用者の観点からの整備提

案や枚方地区周辺の自然資源の独自調査と活用方法の検討・提案を行っていく。
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４．１ 淀川河川公園・枚方地区周辺での自然体験活動 

 

（１）活動目的  

児童及び保護者を対象として河川生態系や外来種問題などの複雑な内容を、参加型の体験活動を

通すことで、感覚と知識を結び付け、より深い理解と興味を持ってもらえるように工夫し伝えるこ

とで、河川環境への意識向上と、淀川の魅力を知る初めの一歩となることを目的として実施する。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月 
自然体験活動 

～五感で自然を感じよう！～ 

６月  

７月  

８月  

９月 
自然体験活動 

～生態系ってなんだろう？～ 

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月  

３月  

 

（２）連携等 

 

（３）参加対象者・定員 

   児童・親子対象 ～30 名程度 

 

（４）実施内容 

自然体験活動を、CONE（自然体験活動指導者）コーディネーターの資格を持つ山口が行う。 

ProjectWILD、ProjectWET、ProjectAdventure などの手法を用い、各回のテーマに沿って導入・

気付き・発展・振り返りのステップを踏んで実施。 

特定の動植物にスポットを当てるのではなく、自然環境全体を体感することに重点に置き、川と

いう環境システム全体に対しての知識と親しみを持てるような自然体験活動を行う。 

小さな子どもから保護者まで、広い年齢層に対してアプローチできる参加ハードルの低い内容と

する。 

実施後は参加者同士の意見交換の場を設け、フィードバックを全体で行うことで複数の視点を持

ってより柔軟に河川環境を考えてもらう。 
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アクティビティ例 

 

○フィールドビンゴ：各マスの課題に沿った河川の自然物を探しだし、ビンゴを完成させる。 

         自然に対する観察力と五感を使って自然を感じる力を身につけるゲーム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○オーフィッシュ！ 

生態系のバランスや生息地の変化が及ぼす影響について、遊びながら体感するゲーム。 

「魚」と「生息要素（水・食べ物・場所）」の 2 グループに分けて、数の推移をみることで生態

系の絶妙なバランスを体験する。 

また、外的要因によって生息要素が侵されたり、外来の生物による影響なども取り入れながら、

魚の数がどのように変化するのかを体感できる。 

 

（５）実施日 

年間スケジュールにて記載。（詳細日時については未定） 
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（６）実施場所 

淀川河川公園・枚方地区（枚方大橋～天野川合流地点付近） 

（雨天時は中央流域センター、淀川資料館研修室などで雨天プログラムを行う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

救命救急法資格を所持するスタッフを配置。夏季の活動に関しては天候による影響を考え別途対

策や活動時間の調整を行う。緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

・協力団体・JOIN ネイチャースクールのスタッフ数名 ：安全管理・体験補助・活動記録 

・参加人数によってはボランティアスタッフを適宜増員 ：安全管理・体験補助・活動記録 

 

（９）広報・募集方法 

・ひらかた市民活動支援センターを通して市内各施設へのポスター・ビラ設置 

・地元自治体での周知 

 

（10）必要支援内容 

・安全管理用の車両通行許可、および雨天時プログラムの為の河川事務所施設の利用許可 

・配布資料等の印刷、物品の貸出、保険の加入手続き、ほか活動にあたっての諸手続き 

・淀川の自然環境や動物に関する子ども向け冊子や資料の提供 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

 ・活動全般の指導及び安全配慮、参加者の活動サポート 

 

（12）その他  
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４．２ 淀川魅力発見ツアー 

 

（１） 活動目的  

東海道 56 番目の宿場町・枚方とそれを支えた淀川の歴史や、古より続く地域の生活と川との深

いかかわりを再認識する。また、防災への取り組みや川の自然・河川整備の話を織り交ぜながら多

面的に淀川の魅力を伝え、市民の淀川への興味関心と維持・保全活動への参加意欲を育むことを目

的とする。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月 淀川魅力発見ツアー「淀川の歴史と自然」（天野川～淀川） 

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月 淀川魅力発見ツアー「淀川の歴史と自然」（京街道枚方宿・淀川） 

11 月  

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月  

３月  

 

（２）連携等 

 

（３）参加対象者・定員 

   全年齢を対象 

定員： 20 名ほどを上限とする（車通りのある市街を歩くため、安全確保上の理由から） 

 

（４）実施内容 

枚方市駅周辺の川にまつわる史跡や街道を歩き、歴史と文化に触れながら、古から続く人と川と

の関わりを考える。道中で自然の解説および防災への取り組みなども紹介し、若年層でも参加しや

すい広報を行って他の文化観光ツアーとの差別化を図る。 

 

・ルート案 

① ：枚方市駅→宗佐の辻→カササギ橋→天野川堤防→禁野橋→百済寺跡→枚方市駅（2時間） 

② ：枚方市駅→旧街道→鍵屋前→淀川堤防→淀川資料館→意賀美神社→枚方市駅（2 時間） 
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（５）実施日 

活動スケジュールを参照（詳細な日程は未定） 

 

（６）実施場所 

枚方市駅を中心として、西方面・東方面の 2 パターンを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策について 

救命救急法受講済みのスタッフを配置。緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

参加対象者に中高年の方を見込んでいるため、元登山ガイドのレンジャーが参加者の運動量を把

握、当日の天候も合わせてコースや時間を柔軟に調整する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

・協力団体・JOIN ネイチャースクールのスタッフ数名 ：安全管理・体験補助・活動記録 

・枚方観光ボランティアの方々    ：バックアップ・参加者のサポート 

 

（９）広報・募集方法 

・ひらかた市民活動支援センターを通して市内各施設へのポスター・ビラ設置 

・地域コミュニティを通したアプローチ（地域学習の要素を盛り込み将来的には学校等へ提案す

る） 

 

（10）必要支援内容 

・配布資料等の印刷、物品の貸出、保険の加入手続き、ほか活動にあたっての諸手続き 

・各施設の説明、展示物の解説、保管資料の閲覧許可、配布物の提供 

 （とくに旧街道の写真資料の提供や枚方に残る史跡と淀川の関わりについての解説） 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

・活動全般の引率及び安全配慮、参加者の活動サポート 

 

（12）その他 
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４．３ 出前講座 

 

（１）活動目的  

淀川のファンを増やすとともに川と人との関わり方について考える場を作ることで、自助共助・

河川保全など、河川へと積極的に関わる地域コミュニティの創造と意識向上を目的とする。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月  

６月  

７月 出前講座（水辺での活動について） 

８月  

９月 出前講座（水害に対する備えについて） 

10 月  

11 月 出前講座（淀川の自然環境について） 

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月  

３月  

 

（２）連携等 

 

（３）参加対象者・定員 

流域住民・自治会員など 30 名ほど 

 

（４）実施内容 

動植物や自然環境、淀川の歴史、防災の心構え、川辺での活動時の注意点など、河川に関する様々

な啓発活動を流域住民や自治会に対して行う。各団体と日程と内容を調整中。 

 

（５）実施日 

活動スケジュールを参照（詳細な日程は出前講座先と調整中） 
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（６）実施場所 

   淀川河川敷 他、枚方市内の各施設にて実施（詳細の場所は出前講座先と調整中） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連携等 

○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策について 

救命救急法受講済みのスタッフを配置。緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

野外での活動の際は天候に合わせ適宜の休憩と日蔭の確保などの配慮をする。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

・協力団体・JOIN ネイチャースクールのスタッフ数名 ：安全管理・体験補助・活動記録 

 

（９）広報・募集方法 

・地元自治体での周知・ビラの配布 

・防災イベントや地域イベントなどでの周知・ビラの配布 

 

（10）必要支援内容 

・配布資料等の印刷、物品の貸出、保険の加入手続き、ほか活動にあたっての諸手続き 

・防災に関する出前講座の場合は防災に関する資料や物品の提供、施策についての解説など 

・自然環境に関する出前講座の場合は水生生物の貸出、資料等の提供、施策についての解説など 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

・活動全般の引率及び安全配慮、参加者の活動サポート 

 

（12）その他 
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４．４ ひらかたまちづくりプロジェクトへの参画・支援活動 

 

（１）活動目的  

枚方市の市民団体・民間企業などの有志が企画運営するまちづくり事業に参画し住民の声を反映

した河川づくりへ向けての連携や支援活動を協議実施する中で、枚方における河川レンジャーの知

名度を向上するとともに、新たな連携先や支援方法などを模索し、より社会ニーズに合った濃密な

活動を行える体制を構築することを目的とする。 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月 
 

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月 年間を通して月例会議を行いコラボレーションを創造。成果を年度末に報告 

３月  

 

（２）連携等 

○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（特定非営利活動法人ひらかた市民活動支援センター 他） 

 

（３）参加対象者・定員 

   市民団体・NPO法人・自治会関係者・行政関係者などとともに運営する 

 

（４）実施内容 

各支援団体との調整や連携事業の展望を月一度の会議で話し合い、年 4回程度実施予定の本会議

にて 30 名程の参加者を募り異業種間連携を協議実施する。 

当方は河川レンジャーの立場から、河川の利用や啓発などを提案し、これまでに 

① スポーツ団体(ヨガ)×河川レンジャー ＝ 淀川でアウトドアヨガ（出前講座を担当） 

② 市民活動団体 他×河川レンジャー ＝ 防災学校（防災展示・避難ルートなどの助言） 

③ 河川レンジャー × 障害者支援団体 ＝ 車椅子アクセスマップ（河川公園枚方地区） 

 などの活動がコラボレーションとして実現している。 

これまでの課題として受動的な取り組みが多かったが、現在は主体となって活動展開を行った内

容も増えている。今後も能動的に課題の抽出と事業展開を行っていく。 

67



（５）実施日 

活動スケジュールを参照（詳細な日程は未定） 

 

（６）実施場所 

サプリ村野（世話人会 会議場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策について 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

   ひらかたまちづくりプロジェクト 世話人会 １０名 ：運営 

 

（９）広報・募集方法 

・ひらかた市民活動支援センターを通して市内各施設へのポスター・ビラ設置 

・市内企業や団体への口コミ 

・SNS による参加呼びかけ 

 

（10）必要支援内容 

・（他団体との連携活動が新たに計画された場合） 

 配布資料等の印刷、物品の貸出、保険の加入手続き、ほか活動にあたっての諸手続き 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

 ・河川に関する啓発活動をはじめとする河川レンジャー活動との連携の提案と実施。 

  

（12）その他 
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４．５ ひらかた防災学校への出展 

 

（１）活動目的  

防災イベントに展示ブースを設置し水害に対する防災意識や自助・共助の考えを地域住民に浸透

させ、災害時に実践できるように身につけてもらうことを目的とする。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月 ひらかた防災学校 

３月  

 

（２）連携等 

○防災イベント「ひらかた防災学校」への展示・体験コーナー参加 

  ○団体名（特定非営利活動法人ひらかた市民活動支援センター 他  ） 

 

 

（３）参加対象者・定員 

   防災に関心のある地域住民・自治会関係者（定員無し） 

 

（４）実施内容 

枚方市市民団体や行政機関などが集まり行われる防災啓発イベント「ひらかた防災学校」におい

て展示・体験コーナーを出展し、自主防災に関する展示物・体験コーナーを設置し、一般の参加者

や自治体関係者などに自主防災の手法や注意点などを啓発する。 

加えて、防災学校の運営にも参加し、河川レンジャーとしての目線から水害に対する助言を行う。 

 

（５）実施日 

年間スケジュールにて記載。（詳細日時については未定） 
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（６）実施場所 

・サプリ村野（元・村野小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

・救命救急法資格を所持するスタッフを配置。 

・緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

・協力団体・JOIN ネイチャースクールのスタッフ数名 ：安全管理・体験補助・活動記録 

 

（９）広報・募集方法 

・ひらかた市民活動支援センターを通して市内各施設へのポスター・ビラ設置 

・地元自治体での周知 

 

（10）必要支援内容 

 ・防災・減災に関わる展示資料等の支援 

・配布資料等の印刷、物品の貸出、保険の加入手続き、ほか活動にあたっての諸手続き 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

 ・展示物の説明、自主防災体験コーナーの指導とサポート 

 

（12）その他  
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４．６ 三矢・伊加賀地区 調査および清掃活動 

 

（１）活動目的  

アクセスが容易な立地にあり現在整備計画が検討されている三矢・伊加賀地区の河岸において調

査を行った結果、二枚貝コロニーが確認され採取した貝からはヤリタナゴの産卵が確認された。 

この地点にはワンド状のたまりが存在し、この周辺での貴重な産卵地・生息地である可能性があ

る。 

このことから、生物や環境の調査を継続的に行うことでデータを取り、河川整備計画においての

一助となる事を期待するとともに、この場所の潜在的なポテンシャルを調査し環境教育分野などで

の活用が可能な場所かどうかの把握を目的とする。 

 

平成 28 年度 年間スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８ 

年 

４月 全体調査・マップ作りと調査計画の決定 

５月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

６月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

７月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

８月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

９月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

10 月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

11 月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

12 月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

平

成

２

９

年 

１月 定点調査 周辺環境の調査 および清掃活動 

２月 調査内容のまとめ 資料の提出 

３月 来年度活動の計画作成 

 

（２）連携等 

○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

○団体名（枚方環境ネットワーク会議）（予定） 

 

（３）参加対象者・定員 

流域住民・市民団体など 20 名 

 

（４）実施内容 

当該地の清掃を行い環境を保全するとともに、生物種や水質の継続調査を行って貝類の種類・

生息数や、産卵魚種などの具体的なデータの収集を行う。 

 

（５）実施日 

年間スケジュールにて記載。（詳細日時については未定） 
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（６）実施場所 

・三矢地区、伊加賀野草地区 周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

・救命救急法資格を所持するスタッフを配置。 

・緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

・協力団体・JOIN ネイチャースクールのスタッフ数名 ：安全管理・調査・活動記録 

 

（９）広報・募集方法 

各市民団体への協力要請、知識のある流域住民等への募集を行い、段階的に広報を行っていく。 

 

（10）必要支援内容 

 ・専門家による支援・助言（生物種同定・整備方法の検討など） 

・資料等の印刷、物品の貸出、保険の加入手続き、ほか活動にあたっての諸手続き 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

 ・清掃活動、調査、報告の作成、河川整備計画への提言まとめ 

 

（12）その他  
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４．７．淀川まるごと体験会（連携活動） 

 

■連携する河川レンジャー名 

玉井レンジャー・出来レンジャー・雨嶋レンジャー 

 

■連携理由 

枚方出張所管内各レンジャーの得意分野を活かすことで濃度の濃い体験を提供するとともに淀

川との関わり方をより広い分野から提案することによって、参加者の意識向上を図るため。 

また、管内全レンジャーが担当分野以外にも補助に加わることで技術・手法を相互に吸収し、

共にスキルアップを図り以後の活動に生かす事の出来る場ともなる。 

 

 

■連携における河川レンジャー間の主な役割分担 

玉井レンジャー：全体総括・進行管理 

出来レンジャー：水辺の安全指導 

山口レンジャー：自然体験活動 

雨嶋レンジャー：簡易水防解説 

 

（１）活動目的  

川と身近に接する機会のない子どもたちに、川の楽しさを体験しながら、淀川の自然、歴 史、

川と人とのかかわりを学び、河川愛護のこころ、川で安全に遊ぶ心得を身につけてもらうとともに、

保護者に対しても解説と実演を通して子どもに正しい川遊びを指導できるように伝える事を目的と

する。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月 淀川まるごと体験会 

９月  

10 月  

11 月  

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○団体との共催・他団体の活動（行事）への出展等 

  ○団体名（ねやがわ水辺クラブ、大阪府私の水辺大発表会北河内実行委員会、 

摂南大学エコシビル部など） 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民・団体 小学校高学年以上 

○定員：特になし 

 

（４）実施内容 

水辺のデイキャンプ 

（Ｅボート、魚とり、生きもの観察、水辺清掃、ヨシ笛作り、土のう作り体験、簡易水防体験、

水辺の安全講習、自然体験プログラム など） 

実施メニュー（予定） 

①砂州と水辺の探検と清掃（会場のごみそうじ） 

②ヨシ笛づくり 

③ヤナギの大木でブランコとなわバシゴ 

④舟乗り体験（10 人乗りの手こぎボート） 

⑤点野わんどの浅瀬で魚とりと投網（とあみ）、魚や水生生物、外来種（がいらいしゅ）のお話 

⑥昔の淀川（よどがわ）の話 

⑦土のう積み体験会、家庭でできる浸水対策体験、水没道路歩行体験 

（このうち、山口レンジャーは川の楽しさ・淀川の自然を中心に指導する。） 

 

（５）実施日 

８月（夏休み期間中の一日） 

 

（６）実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

・救命救急法資格を所持するスタッフを配置。 

・緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

 

 

（淀川新橋下流 点野砂州周辺） 

 

74



（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

メニューごとの担当スタッフなど（１０名） 

ボートスタッフ、河川レンジャーなど１０ 数名 

 

（９）広報・募集方法 

寝屋川市広報、チラシ、ポスター、河川レンジャーニュース・HP・SNS 

 

（10）必要支援内容 

ポスター・チラシ印刷、 機材・物品の貸与、配布資料などの印刷 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

企画・運営、協力団体・行政との調整、広報活動、使用機材・物品の手配、当日の進行、記

録、まとめ、協力団体・行政などへの報告 

 

（12）その他 
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４．２．寝屋川市エコフェスタ出展（連携活動） 

 

■連携する河川レンジャー名 

玉井レンジャー 

出来レンジャー 

雨嶋レンジャー 

 

■連携理由 

枚方出張所管内各レンジャーの得意分野を活かすことで濃度の濃い体験を提供するとともに淀

川との関わり方を複数提案することによって、参加者の意識向上を図るため。 

また、管内全レンジャーが担当分野以外にも補助に加わることで技術・手法を相互に吸収し、

共にスキルアップを図り以後の活動に生かす事の出来る場ともなる。 

 

■連携における河川レンジャー間の役割分担 

玉井レンジャー：出展に当たっての調整・当日の総括 

出来レンジャー：ヨシ笛作り、ヨシ原の自然解説 

雨嶋レンジャー：河川レンジャー活動の解説、資料配布、体験支援 

山口レンジャー：砂絵作り、河床低下・堆砂問題の解説 

 

（１）活動目的  

寝屋川市民に「淀川管内河川レンジャー」の存在と目的、特に枚方出張所管内での各河川レン

ジャーの活動の紹介を目的とする。 

 

活動実施スケジュール 

 実  施 

平

成

２

８

年 

４月  

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月 寝屋川市エコフェスタ 

12 月  

平

成

２

９

年 

１月  

２月  

３月  
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（２）連携等 

  ○寝屋川エコフェスタ（寝屋川市 主催）への出展等 

 

（３）参加対象者・定員 

○参加対象：地域住民 

○定員：各体験ブース 100 名程度（材料の関係上）、展示ブースは定員なし 

 

（４）実施内容 

パネル展示（河川レンジャー活動、淀川の自然、河床低下について） ヨシ笛づくり、砂絵作り 

 

（５）実施日 

11 月 20 日（日）（予定） 

 

（６）実施場所 

寝屋川市 打上川治水緑地公園 （寝屋川市太秦桜が丘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）安全対策 

・救命救急法資格を所持するスタッフを配置。 

・緊急時マニュアルを作成、スタッフ間で共有する。 

 

（８）協力スタッフ等の人数とその役割 

ブース設営、ヨシ笛づくり、砂絵体験、および各体験材料準備 （河川レンジャー他 10 名程度） 

 

（９）広報・募集方法 

河川レンジャーニュース・ホームページ、寝屋川市広報、SNS 

 

（10）必要支援内容 

展示物、体験コーナー資材（ヨシ含む）の手配、物品の搬入・搬出 

 

（11）活動における河川レンジャーの活動内容 

企画、展示物準備、体験コーナー準備、当日のブース運営、記録 

 

（12）その他 
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